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1　は　じ　め　に

青森県における果樹病害のベノミル耐性菌は，昭和52年

に県南地方（県東南部）のブドウ灰色かび病で初めて確認

され，翌53年にはリンゴ黒星病で確認された。その後，リ

ンゴ黒星病についてはりんご試験場が県下全域にわたって

調査を行ない，耐性菌の出現が増加し防除効果の低下が認

められたことから，ベンゾイミダゾール系薬剤のリンゴ黒

星病に対する使用は現在中止されている。

一方，リンゴ以外の果樹ではその後はとんど調査が行な

われていなかったため，55年から59年にかけてブドウ灰色

かび病，ナシ黒星病，セイヨウナシ黒星病，オウトウ及び

ウメ灰星病のベノミル耐性菌の出現状況を調査した。また，

調査結果にもとずき薬剤防除対策について考察した。

2　試　験　方　法

（‖　ベノミル耐性菌の出現状況

1病原菌の採取

病原菌の採取は各樹種の主産地から行ない，ブドウでは

県下全域，その他は県南地方を対象とした。調査園地の過

去におけるペンゾイミダゾール系薬剤の正確な使用回数は

不明であるが，いずれの園地でも本剤が使用されている。

ナシ黒星病菌（Vg加肝iαWJんfcoJd）では彙病斑の分生

胞子，セイヨウナシ黒畠病菌（Vg乃‘肝id〆rJ乃α）では果実

病斑の分生胞子．ブドウ灰色かび病菌（如けγ〃日払～rgd）

では果房及び薫病斑から分離した菌株の菌そう片，オウト

ウ及びウメ灰屋病菌（〟帥訂hねノh肌広川ね）では果実病

斑の分生胞子を分離した菌株の菌そう片を検定に供試した。

2）耐性菌の検定方法

各病原菌の分生胞子又は菌そう片をベノミル剤1，10，

100及び1，000臍を加用したPSA平板培地上で培養し，

分生胞子については正常発芽の有無，菌そう片については

生育の有鰍こつI、て調査した。培養期間はブドウ灰色かび

病菌では20C，ナシ及びセイヨウナシ黒星病菌では15C，

オウトウ及びウメ灰塵病菌では25Cで3日間とした。なお，

55・56年はベノミル剤のかわりにチオファネートメチル剤

を供試し，同濃度とした。

ブドウ灰色かび病，ナシ黒星病，オウトウ及びウメ灰塵

病では，深谷らl），梅本ら8），大沼ら2）の結果にもとずき，

1及び10肝で生育するものを弱耐性菌，100及び1，000臍

で生育するものを強耐性菌とした。一方，セイヨウナシ黒

星病ではこれまでの報告が少ないことから，暫定的に10臍

で正常発芽するものを弱耐性菌，100及び1，000臍で正常

発芽するものを強耐性菌とした。

（21耐性菌出現は場における薬剤の防除効果

1けドゥ灰色かび病

ベノミル耐性菌が約50％出現している畑作園芸試験場内

は場のキャンベル・アーリーを供試し，チオファネートメ

チル剤を含む各種薬剤を6月2日，16日，7月13日の計3

回散布し，7月16日に果房の発病を調査した。各区2－4

樹を供試した。

2）セイヨウナシ黒星病

畑作園芸試験場内は場のフレミッシュ・ビューティーを

供試し，各種薬剤を5月22日，‘月4日，148，25日，7

月7日，19日の計6回散布し，7月26日に新梢葉の発病を

調査した。各区2－3樹を供試した。

蓑1各病害のペノミル耐性菌出現状況

病 害 名

脚 次 ≡ 憲 ： ≡ ≡ ≡ 禦 ≡ 耐； ㌘ … 監 署

ブ　 ド　 ウ 昭和 57 年　 13　　 73　　 33　　 45．2　　 0　　 33　 12

灰色 かび病 知　　　 13　　 1的　　 10 54．3　　　 3　　 98　　 12

ナ　 シ
黒 星 病

Si　　　 1　　　 67 6．0　　　 3　　　 1　　 1

57　　　　 5　　　 77 2．‘　　 0　　　 2　　 1

5 8　　　 1　　 3 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0

セイヨウナシ

5 6　　　 2　　　 24　　　 24　　 100　　 20　　　 4　　　 2

5 7　　　 5　　　 80　　 38　　 83．3　　 28　　 10　　　 5

黒　 星　 病 5 8　　　　 2　　　 40　　　 38　　 囁．0　　 3 7　　　 1　　　 2

59　　　 4　　　 日　　　 33　　 75．0　　 20　　 13　　　 4

オ ウ ト ウ
灰 塁 病

5 5　　　 1　　 ZO 1　　　 2　　 1．0　　　 2　　　 0　　　 1

Sも　　　 6　　 18 2　　　 4　　 2．2　　 1　　 3　　 1

57　　　 9　 15 5　　 1　　 0．6　　 0　　 1　　 1

5 8　　　 3　　　 48　　　 20　　 4 1．7　 18　　　 2　　　 3

59　　　 ‘　　 59　　　 7　 11．9　　 1　　 1　　 3

ウメ灰星 病 59　　　 3　　　 か　　　 Z　　 8．7　　　 2　　　 0　　 1

注．昭和55．56年はチオファネートメチル剤で瞼定。　！

3　試験結果及び考察

tl）ブドウ灰色かび病

県下13地点中12地点で耐性菌が認められ，約50％の出現

率であった。耐性菌のほとんどはベノミル剤1．000押■で生

育する強耐性菌であった。

ペノミル耐性菌出現は場における各種薬剤の防除効果は

表2のようであり，チオファネートメチル剤の防除効果が

著しく劣った。このことから，本病に対するベンゾイミダ

ゾール系薬剤の使用は中止し，キャブタン剤及びイプロジ

オン剤の使用が有効と考えられた。
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表2　各薬剤のブドウ灰色かび病の防除効果
（昭56）

供　 試　 薬　 剤 鮎 絹 欝 発病 度

キ ャブ タ ン水 和 剤 的 0 倍 22 7　　　 5．6　　 1．3
イプ ロジ オ ン水 和剤 1．5 00 倍 2 14　　　 4．7　　 0 ．9
チオファネートメチル 水和 剤 1，5 0 0倍 17 8　　 3 2．6　　 6 ．5
無　 散　 布 3 1 0　　 4 8．6　 13．2

注．発病度＝ g（指数×果房数）
5×調査果房数
指数 軌

欄
〝
”

発
小

0
1
　
3
5

00×

～2に発病
3～4　〝

5以上　〝

（2けシ黒星病

耐性菌の出現が認められたが低率であった。強耐性菌の

すべてはベノミル剤100卿で分生胞子が正常発芽したが

1，000肝凸では異常発芽した。

低率ではあるが耐性菌の出現が認められたため，ペンゾ

イミダゾール系薬剤の単用散布は問題があると思われる。

本病の少発条件ではベンゾイミダゾール系以外の薬剤で防

除が可能であることから，ベンゾイミダゾール系薬剤は多

発条件下で基準薬剤への加用が有効と考えられた。

（3）セイヨウナシ黒星病

いずれの調査地点でも耐性菌の出現が高率で認められた。

強耐性菌はベノミル剤100脚で分生胞子が正常発芽したが，

1，000脚では異常発芽した。

調査地点ではベンゾイミダゾール系薬剤の防除効果が著

しく低下しており，本剤の本病に対する使用は中心すべき

と考えられた。しかしながら，代替薬剤として慣行で使用

されるキャブタン剤，マンゼプ剤，有機銅剤，プロピネプ

剤は効果が不十分であり，本病の防除対策に苦慮している。

なお，新規薬剤としてビテルクノール剤及びトリフルミゾー

ル剤について検討したところ，いずれも防除効果が高かっ

た（表3）。

裏3　各薬剤のセイヨウナシ黒星病の防除効果
（昭59）

供　 試　 薬　 剤
調 査 素 数 発 禁 率

ビテ ル ク ノール 水和 剤 5．0 00 倍 6 2 9　　　　 1．2
トリプル ミゾ ール 水和 剤 3．0 0 0 倍 5 6 3　　　　 2．5
有 機 鋼 （4 0 ）水和 剤 8 0 0 倍 4 44　　　　 8 4．9
無　 散　 布 3 84　　　　 95，6

（4）オウトウ灰星病

58年を除き，耐性菌の出現は低率であった。強耐性菌は

56年の1菌株を防き，すべてベノミル剤100押・では生育し

たが1，000脚では生育しなかった。56年の1西棟はチオファ

ネートメチル剤1，000Ⅳ■で生育した。58年の耐性菌出現率

はやや高かったが，本病の発生が少なくベンゾイミタソー

ル系薬剤の防除効果の低下は判然としなかった。

これらのことから，本病に対するベンゾイミグゾール系

薬剤の使用は続行し，大沼ら2）のようにキャブタン剤との

混用が有効と考えられた。

（5）ウメ灰星病

59年のみの調査であるが，耐性菌の出現は低率であり，

すべて弱耐性菌であった。

病原菌はオウトウ灰星病菌と同一であることから，ベン

ゾイミグゾール系薬剤はキャブタン剤との混用が有効と考

えられた。

4　ま　　と　　め

青森県におけるブドウ灰色かび病，ナシ及びセイヨウナ

シ黒星病，オウトウ及びウメ灰星病のベノミル耐性菌を調

査したところ，いずれも耐性菌の出現が認められた。

耐性菌出現状況から，ブドウ灰色かび病ではベンゾイミ

ダゾール系薬剤の使用を中止し，キャブタン剤及びイプロ

ジオン剤を使用する。ナシ黒星病では多発条件下でベンゾ

イミダゾール系薬剤を基準薬剤に加用する。セイヨウナシ

黒星病ではベンゾイミダゾール系薬剤の使用を中止するが，

代替薬剤が乏しい。オウトウ及びウメ灰屋病ではベンゾイ

ミダゾール系薬剤の使用は続行し，使用の際はキャブタン

剤を混用することが有効と考えられた。
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